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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも冷媒を圧縮する圧縮機、室外に設けられる室外側熱交換器、高圧の液冷媒を
低圧の二相冷媒に減圧する減圧装置及び室内に設けられる室内側熱交換器を有する冷凍サ
イクルと、
　前記室内側熱交換器に送風を行う室内ファンと、
　前記室内側熱交換器の温度を検出する室内側熱交換器温度検出部と、
　室内空気温度を検出する室内空気温度検出部と、
　室外の空気温度を検出する室外空気温度センサーと、
　前記室内空気温度検出部が検出する前記室内空気温度と、設定された設定温度とに基づ
いて、少なくとも前記圧縮機及び前記室内ファンの制御を行う制御装置と、を備え、
　前記制御装置は、当該空気調和機の運転中に前記圧縮機を停止した場合、前記室内ファ
ンの運転を継続し、前記室内側熱交換器温度検出部が検出する前記室内側熱交換器の温度
と、前記室内空気温度検出部が検出する前記室内空気温度との温度差が所定値以下になっ
た時点で前記室内ファンを停止し、
　前記制御装置は、当該空気調和機の運転中に前記圧縮機を停止し、さらに前記室内ファ
ンを停止した後、前記室内ファンを定期的に所定時間運転するとともに、前記室内空気温
度検出部が検出する前記室内空気温度と前記室外空気温度センサーが検出する前記室外空
気温度との温度差が所定温度差より小さいときは、前記圧縮機の停止時における前記室内
ファンの停止時間を所定の停止時間より長く設定し、前記室内空気温度検出部が検出する
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前記室内空気温度と前記室外空気温度センサーが検出する前記室外空気温度との温度差が
前記所定温度差より大きいときは、前記圧縮機の停止時における前記室内ファンの停止時
間を前記所定の停止時間より短く設定することを特徴とする空気調和機。
【請求項２】
　少なくとも冷媒を圧縮する圧縮機、室外に設けられる室外側熱交換器、高圧の液冷媒を
低圧の二相冷媒に減圧する減圧装置及び室内に設けられる室内側熱交換器を有する冷凍サ
イクルと、
　前記室内側熱交換器に送風を行う室内ファンと、
　前記室内側熱交換器の温度を検出する室内側熱交換器温度検出部と、
　室内空気温度を検出する室内空気温度検出部と、
　室外の空気温度を検出する室外空気温度センサーと、
　前記室内空気温度検出部が検出する前記室内空気温度と、設定された設定温度とに基づ
いて、少なくとも前記圧縮機及び前記室内ファンの制御を行う制御装置と、を備え、
　前記制御装置は、当該空気調和機の運転中に前記圧縮機を停止した場合、前記室内ファ
ンの運転を継続し、前記室内側熱交換器温度検出部が検出する前記室内側熱交換器の温度
と、前記室内空気温度検出部が検出する前記室内空気温度との温度差が所定値以下になっ
た時点で前記室内ファンを停止し、
　前記制御装置は、当該空気調和機の運転中に前記圧縮機を停止し、さらに前記室内ファ
ンを停止した後、前記室内ファンを定期的に所定時間運転するとともに、前記室内空気温
度検出部が検出する前記室内空気温度と前記室外空気温度センサーが検出する前記室外空
気温度との温度差が所定温度差より小さいときは、前記圧縮機の停止時における前記室内
ファンの停止時間を所定の停止時間より長く設定することを特徴とする空気調和機。
【請求項３】
　少なくとも冷媒を圧縮する圧縮機、室外に設けられる室外側熱交換器、高圧の液冷媒を
低圧の二相冷媒に減圧する減圧装置及び室内に設けられる室内側熱交換器を有する冷凍サ
イクルと、
　前記室内側熱交換器に送風を行う室内ファンと、
　前記室内側熱交換器の温度を検出する室内側熱交換器温度検出部と、
　室内空気温度を検出する室内空気温度検出部と、
　室外の空気温度を検出する室外空気温度センサーと、
　前記室内空気温度検出部が検出する前記室内空気温度と、設定された設定温度とに基づ
いて、少なくとも前記圧縮機及び前記室内ファンの制御を行う制御装置と、を備え、
　前記制御装置は、当該空気調和機の運転中に前記圧縮機を停止した場合、前記室内ファ
ンの運転を継続し、前記室内側熱交換器温度検出部が検出する前記室内側熱交換器の温度
と、前記室内空気温度検出部が検出する前記室内空気温度との温度差が所定値以下になっ
た時点で前記室内ファンを停止し、
　前記制御装置は、当該空気調和機の運転中に前記圧縮機を停止し、さらに前記室内ファ
ンを停止した後、前記室内ファンを定期的に所定時間運転するとともに、前記室内空気温
度検出部が検出する前記室内空気温度と前記室外空気温度センサーが検出する前記室外空
気温度との温度差が所定温度差より大きいときは、前記圧縮機の停止時における前記室内
ファンの停止時間を所定の停止時間より短く設定することを特徴とする空気調和機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、空気調和機に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来の空気調和機は、空気調和機が検出する室内空気温度が設定温度（ユーザがリモコ
ンで設定する）に達すると温度調節装置が動作して、圧縮機（冷凍サイクル）が停止する
。このとき、室内機の室内ファンは停止させないのが一般的である。しかし、空気調和機
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の消費電力量を削減するためには、圧縮機停止中、室内ファンを停止するのが好ましい。
但し、圧縮機停止中に室内ファンを停止させると、以下に示す課題がある。
【０００３】
　即ち、室内熱交換器の温度が室内温度センサーに伝わることにより、正確な室温を検知
できなくなり、室温コントロールができなくなる恐れがある。
【０００４】
　例えば、冷房運転において圧縮機が停止したとき、室内熱交換器の温度は室温よりも、
５℃程度低い。そのため、室内温度センサーが室内熱交換器により冷却されることにより
、室内温度センサーは実際の室温よりも低い温度を検出することになる。室温は冷凍サイ
クルを停止すると時間とともに徐々に上昇する。しかし、室内温度センサーの温度はそれ
に追従しないため、本来は圧縮機の運転を開始すべき室温になっても、圧縮機が停止した
ままであるという状態になり、ユーザに不快感を与えかねない。
【０００５】
　そこで、圧縮機が停止してから室内熱交換器の予熱を冷却するため室内ファンのみを２
０～４０秒程度圧縮機よりも遅らせて停止するようにした空気調和機の制御回路が提案さ
れている（例えば、特許文献１参照）。
【特許文献１】特開昭５８－９６９３５公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上記特許文献１に記載された空気調和機の制御では、圧縮機が停止して
から室内ファンを２０～４０秒程度圧縮機よりも遅らせて停止するようにしているので、
室内ファンが停止したときの室内熱交換器の温度は、運転条件や機種（容量）により異な
り、必要以上に室内ファンを運転させる場合や室内熱交換器の加熱（冷房運転時）が不十
分な場合があるという課題があった。
【０００７】
　この発明は、上記のような課題を解決するためになされたもので、室温の制御に悪影響
を及ぼすことなく、圧縮機停止中の室内ファンの運転時間を短縮して消費電力量を削減で
きる空気調和機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　この発明に係る空気調和機は、少なくとも冷媒を圧縮する圧縮機、室外に設けられる室
外側熱交換器、高圧の液冷媒を低圧の二相冷媒に減圧する減圧装置及び室内に設けられる
室内側熱交換器を有する冷凍サイクルと、
　室内側熱交換器に送風を行う室内ファンと、
　室内側熱交換器の温度を検出する室内側熱交換器温度検出部と、
　室内空気温度を検出する室内空気温度検出部と、
　室内空気温度検出部が検出する室内空気温度と、設定された設定温度とに基づいて、少
なくとも圧縮機及び室内ファンの制御を行う制御装置と、を備え、
　制御装置は、当該空気調和機の運転中に圧縮機を停止した場合、室内ファンの運転を継
続し、室内側熱交換器温度検出部が検出する室内側熱交換器の温度と、室内空気温度検出
部が検出する室内空気温度との温度差が所定値以下になった時点で室内ファンを停止する
ものである。
【発明の効果】
【０００９】
　この発明に係る空気調和機は、当該空気調和機の運転中に圧縮機を停止した場合、室内
ファンの運転を継続し、室内側熱交換器温度検出部が検出する室内側熱交換器の温度と、
室内空気温度検出部が検出する室内空気温度との温度差が所定値以下になった時点で室内
ファンを停止するようにしたので、室温の制御に悪影響を及ぼすことなく、圧縮機停止中
の室内ファンの運転時間を短縮して消費電力量を削減できる。
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【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　実施の形態１．
　図１乃至図７は実施の形態１を示す図で、図１は空気調和機２００の前面部を取り外し
た正面図、図２は空気調和機２００の側面図、図３は空気調和機２００の縦断面図、図４
は空気調和機２００の冷凍サイクルの構成図、図５は空気調和機２００の制御装置１０２
のマイクロコンピュータを示す回路図、図６は空気調和機２００の運転スイッチがＯＮの
ときの圧縮機５及び室内ファン１の動作を示すタイムチャート図、図７は室内ファン１の
制御方法を示すフローチャート図である。
【００１１】
　本実施の形態は、空気調和機２００の消費電力量を削減するために、圧縮機５（冷凍サ
イクル）の停止中、室内ファン１を停止することを特徴とする。符号については、追って
説明する（以下、同様）。
【００１２】
　但し、圧縮機５の停止と同時に室内ファン１を停止すると、以下に示す不具合が発生す
る。
【００１３】
　即ち、室内熱交換器３の温度が室内空気温度センサー４に伝わることにより、正確な室
内空気温度（室温と呼ぶ場合もある）を検知できなくなり、室温コントロールができなく
なる恐れがある。
【００１４】
　例えば、空気調和機２００の冷房運転において、室内空気温度センサー４が検出する室
温が設定温度（リモコン等によりユーザが設定する）以下になり、さらに温調切り温度以
下になると圧縮機５が停止する。
【００１５】
　リモコン等によりユーザが設定する設定温度以下で、圧縮機５（冷凍サイクル）が停止
し、空気調和機２００の室内の温度調節（温調）動作が切りとなる室内空気温度センサー
４が検出する室温を、「温調切り温度」と定義する。
【００１６】
　室内空気温度センサー４が検出する室温が温調切り温度以下になり、圧縮機５が停止す
るときの室内熱交換器３の温度は室温よりも、例えば５℃程度低い。室内空気温度センサ
ー４は、後述するように室内熱交換器３から少しだけ離れた位置に設置されるが、室内熱
交換器３からの熱影響を受ける。
【００１７】
　そのため、室内空気温度センサー４が室内熱交換器３により冷却されることにより、室
内空気温度センサー４は実際の室温よりも低い温度を検出することになる。室温は圧縮機
５を停止すると、室内より温度の高い外気等により時間の経過とともに徐々に上昇する。
【００１８】
　しかし、室内空気温度センサー４の温度は、室内熱交換器３により冷却されることによ
り室温に追従しない。そのため、本来は圧縮機５の運転を開始すべき室温である「温調入
り温度」以上になっても、圧縮機５が停止したままであるという状態になり、ユーザに不
快感を与えることになる。
【００１９】
　リモコン等によりユーザが設定する設定温度以上で、圧縮機５が運転を開始し、空気調
和機２００の室内の温度調節（温調）動作が入りとなる室内空気温度センサー４が検出す
る室温を、「温調入り温度」と定義する。
【００２０】
　そこで、本実施の形態では、室内空気温度センサー４が検出する室温が温調切り温度以
下になり圧縮機５が停止しても、室内ファン１は運転を継続する。
【００２１】
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　室内ファン１は、室内空気温度センサー４が検出する室温と室内熱交換器３の温度との
温度差が所定値以下になった時点で停止する。
【００２２】
　圧縮機５を停止し、さらに室内ファン１を停止した後、室内ファン１を定期的に所定時
間運転する。これは、室内空気温度センサー４で室内の空気温度を正確に検出するためで
ある。
【００２３】
　以上が本実施の形態の主要な特徴点であるが、以下図面を参照しながら、詳細な説明を
行う。
【００２４】
　図１乃至図３により、先ず空気調和機２００（室内機）の構成を、本実施の形態に関係
する部分を中心に説明する。
【００２５】
　空気調和機２００（室内機）は、筐体３０と、筐体３０内に設置され、空気を吸引する
と共に吸引した空気を吹き出す室内ファン１と、室内ファン１が形成する風路内に配置さ
れ、吸引した空気を調和する室内熱交換器３とを備える。尚、その他に、図示しない吸引
した空気に含まれる塵埃を捕捉するフィルター、フィルターを清掃するフィルター清掃装
置等を備えている。
【００２６】
　筐体３０は、両端面が塞がれた筒状であって、天面の一部が開口し、該開口部が空気を
吸い込む吸込口２１を形成し、底面（図２、図３中、下側）の一部が開口し、吸込口２１
から吸い込んだ空気を吹き出す吹出口２２を形成している。そして、前面（図中、左側）
は開口し、該開口部を開閉する前面パネル２３が設置されている。なお、背面（図２、図
３中、右側）は塞がれている。
【００２７】
　室内ファン１は、筐体３０の側面視で略中央部に配置され、吸込口２１から吹出口２２
に至る風路に設置される。室内ファン１と吹出口２２との間の吹出側風路は、ノズル２４
と背面ガイド板２５と筐体３０の両端部とにより形成される。室内ファン１は、図示しな
いモータにより駆動される。
【００２８】
　吹出口２２には、吹出口２２から吹き出す気流の風向を上下方向に調整する上下風向調
整板及び左右方向に調整する左右風向調整板（図示せず）を備える。
【００２９】
　室内熱交換器３は、筐体３０の前面側下部に配置される前面下部熱交換器３ｂと、前面
側上部に配置される前面上部熱交換器３ａと、背面側に配置される背面熱交換器３ｃとか
ら構成される。
【００３０】
　室内熱交換器３は、吸込口２１と室内ファン１との間に室内ファン１を取り囲むように
配置され、吸い込まれた空気を調和（冷却、加熱、除湿等）する。また、前面側下部の前
面下部熱交換器３ｂはノズル２４よりも上側に配置される。
【００３１】
　筐体３０には、冷房運転時に室内熱交換器３に生じる凝縮水を受ける露受け部（ドレン
パン）が形成されている。前面下部熱交換器３ｂの下方に露受け部２６が形成され、背面
熱交換器３ｃの下方に露受け部２７が形成されている。
【００３２】
　室内熱交換器３は、前面上部熱交換器３ａ、前面下部熱交換器３ｂ及び背面熱交換器３
ｃの夫々が、多数枚の平板フィン３１が略等ピッチで平行に並べられ、平板フィン３１に
直交して伝熱管３２が挿入される。
【００３３】
　室内熱交換器３の温度を検出する室内熱交換器温度センサー２（室内側熱交換器温度検
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出部）が室内熱交換器３の端部に取り付けられる。図１に示すように、例えば、室内熱交
換器温度センサー２は、前面上部熱交換器３ａの右端に取り付けられる。室内熱交換器温
度センサー２には、サーミスタを用いる。
【００３４】
　室内熱交換器３は、多数のＵ字形状に屈曲した伝熱管３２を平板フィン３１に挿入し、
開口部側を接続配管３３（図３）で連結する。
【００３５】
　図１に示すように、室内熱交換器３は、接続配管３３側が正面から見て右側に位置する
。室内熱交換器温度センサー２は、室内熱交換器３の接続配管３３に取り付けられる。
【００３６】
　図３では、接続配管３３及び室内熱交換器温度センサー２を仮想線（破線）で示してい
る。また、室内熱交換器３の前面上部熱交換器３ａに室内熱交換器温度センサー２を取り
付ける例を示しているが、他の前面下部熱交換器３ｂ又は背面熱交換器３ｃに室内熱交換
器温度センサー２を取り付けてもよい。
【００３７】
　図１に示すように、室内空気温度を検出する室内空気温度センサー４（室内空気温度検
出部）が、室内熱交換器３の右側部で筐体３０の右端下部（正面から見て）の位置におい
て、筐体３０に取り付けられている。室内空気温度センサー４にも、サーミスタを用いる
。
【００３８】
　室内空気温度センサー４は、図２に示す筐体３０の右側面に形成された小孔４０から取
り込まれる室内空気の温度を検出する。図２では、二個の小孔４０が形成されているが、
小孔４０の数、形状は問わない。
【００３９】
　筐体３０の右側面に形成された小孔４０から取り込まれ、室内空気温度センサー４を通
過した室内空気は、空気調和機２００の風路へ合流する。
【００４０】
　このように、室内空気温度センサー４は、室内熱交換器３から若干離れた位置に取り付
けられているが、室内熱交換器３からの熱影響を受けるのを避けられない。
【００４１】
　図４により、空気調和機２００の冷凍サイクルの一例について説明する。冷凍サイクル
は、例えば、冷媒を圧縮する圧縮機５、冷媒の流れる方向を切り替える四方弁１０、室外
（図示しない室外機）に設置される室外熱交換器６、高圧の液冷媒を低圧の二相冷媒に減
圧する減圧装置９、室内（室内機）に設置される室内熱交換器３及び液冷媒を貯留するア
キュムレータ１１で構成される。
【００４２】
　図４における実線矢印は、冷房運転時の冷媒の流れる方向を示す。即ち、冷房運転時は
、圧縮機５→四方弁１０→室外熱交換器６→減圧装置９→室内熱交換器３→アキュムレー
タ１１→圧縮機５の順に冷媒が流れる。
【００４３】
　図４における破線矢印は、暖房運転時の冷媒の流れる方向を示す。即ち、暖房運転時は
、圧縮機５→四方弁１０→室内熱交換器３→減圧装置９→室外熱交換器６→アキュムレー
タ１１→圧縮機５の順に冷媒が流れる。
【００４４】
　冷媒を圧縮する圧縮機５には、例えば、回転式圧縮機、スクロール圧縮機、往復式圧縮
機等が使用される。但し、圧縮機５の種類は問わない。
【００４５】
　高圧の液冷媒を低圧の二相冷媒に減圧する減圧装置９には、例えば、電子式膨張弁が使
用される。
【００４６】



(7) JP 5042205 B2 2012.10.3

10

20

30

40

50

　既に述べたように、室内熱交換器３には、室内熱交換器３の温度を検出する室内熱交換
器温度センサー２が設けられる。
【００４７】
　また、室内熱交換器３に送風を行う室内ファン１が設けられる。
【００４８】
　さらに、室内熱交換器３から若干離れた位置に、室内の空気温度を検出する室内空気温
度センサー４が設けられる。
【００４９】
　室外機（図示せず）の空気吸い込み口近傍に（室外熱交換器６からは離れた位置）に、
室外の空気温度を検出する室外空気温度センサー８が設けられる。
【００５０】
　また、室外熱交換器６に送風を行う室外ファン７が設けられる。
【００５１】
　尚、図４に示す冷凍サイクルは、四方弁１０を用いて冷房及び暖房運転が可能なもので
あるが、四方弁１０を用いないものでもよい。
【００５２】
　図５により、制御装置１０２について説明する。図５において、制御装置１０２内に内
蔵されたマイクロコンピュータ（以下、マイコン）は、使用者が運転モードや設定温度、
設定湿度、設定風速等（空気調和機の運転条件）の情報を設定するリモコン１０１（遠隔
制御装置）からの情報を入力する入力部１０３と、各種の制御設定値やプログラムが記憶
されているメモリ１０５と、演算処理や判断処理が行われるＣＰＵ１０４と、ＣＰＵ１０
４での演算結果や決定結果を出力する出力部１０６とから構成されている。尚、運転モー
ドには、冷房運転モード、暖房運転モード、除湿運転モード、送風運転モード、空気清浄
運転モード等がある。
【００５３】
　入力部１０３には、少なくとも室内熱交換器温度センサー２、室内空気温度センサー４
からの情報が入力される。
【００５４】
　出力部１０６からは、少なくとも圧縮機５、室内ファン１へＣＰＵ１０４での演算結果
や決定結果を出力する。
【００５５】
　尚、ここでは使用者が空気調和機２００の運転モードや運転条件を設定する装置を遠隔
操作装置であるリモコン１０１としているが、リモコン１０１に限らず、設定を入力でき
るものであれば、使用者が設定する装置はリモコン１０１に限定されない（例えば、空気
調和機２００本体に備え付けられたスイッチなどでもよい）。
【００５６】
　次に、本実施の形態の空気調和機２００の制御装置１０２（マイコン）の機能について
図６、図７を用いて説明する。空気調和機２００は、冷房運転を行うものとする。
【００５７】
　以下で説明する各種動作及び手段は、空気調和機が備える制御装置１０２（マイコン）
に組込まれたプログラムを実行することにより行われる。従って、動作の主語は制御装置
１０２である。各動作において、一々「制御装置１０２が」という記載は省く場合が多い
。
【００５８】
　図６は空気調和機２００の運転スイッチがＯＮのときの圧縮機５及び室内ファン１の動
作を示すタイムチャート図である。空気調和機２００の運転スイッチは、遠隔操作装置で
あるリモコン１０１又は空気調和機２００の本体に設けられる。
【００５９】
　図７は室内ファン１の制御方法を示すフローチャート図である。
【００６０】
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　時刻ｔ１で空気調和機２００の運転スイッチがＯＮ（Ｓ１０）になると、続いて圧縮機
５がＯＮになり運転を開始する（Ｓ１１）。
【００６１】
　圧縮機５がＯＮになり、冷凍サイクルが動作を開始すると、室内熱交換器３は蒸発器と
しての動作を開始する。空気調和機２００に吸い込まれる室内空気は、室内熱交換器３で
冷却されて室内に吹き出されるので、室内空気温度センサー４が検出する室内空気温度は
徐々に低下する。
【００６２】
　図６では室内空気温度センサー４が検出する室内空気温度の変化を実線で示し、室内熱
交換器温度センサー２が検出する室内熱交換器温度の変化を破線で示している。
【００６３】
　図６において、Ａ、Ｂ、Ｃは、夫々下記に示す時間である。
Ａ：室内熱交換器３の熱影響を解消するための室内ファン１の運転時間；
Ｂ：圧縮機５の停止時における室内ファン１の停止時間；
Ｃ：正確な室温検知をするための室内ファン１の運転時間。
【００６４】
　空気調和機２００を運転していない状態では、室内空気温度センサー４が検出する室内
空気温度と室内熱交換器温度センサー２が検出する室内熱交換器温度とは、略等しい。
【００６５】
　圧縮機５がＯＮすると、室内熱交換器３は蒸発器として動作するため、室内熱交換器３
の温度は室内空気温度よりも温度の低下が大きく、室内空気温度センサー４が検出する室
内空気温度が温調切り温度以下になる時点では、室内熱交換器３の温度は室内空気温度よ
りも数度以上低い。
【００６６】
　制御装置１０２は、室内空気温度センサー４が検出する室内空気温度を常に監視し、室
内空気温度と温調切り温度とを比較している（Ｓ１２）。温調切り温度は、リモコン等に
よりユーザが設定する設定温度に基づいて、制御装置１０２が予め決定しておく。例えば
、冷房運転の場合は、リモコン等によりユーザが設定する設定温度より、１℃程度低い温
度である。室内空気温度センサー４が検出する室温が、温調切り温度以下になると制御装
置１０２は圧縮機５（冷凍サイクル）を停止する。
【００６７】
　時刻ｔ２で室内空気温度センサー４が検出する室温が、温調切り温度以下になると、圧
縮機５を停止（ＯＦＦ）し、室内ファン１は運転を継続する（Ｓ１３）。
【００６８】
　このときの室内ファン１の回転数は、リモコン１０１で設定できる最低の回転数とする
。但し、制御装置１０２により、リモコン１０１で設定できる最低の回転数よりも低い回
転数で室内ファン１が回転する運転モードが設定されていれば、リモコン１０１で設定で
きる最低の回転数でなく、その運転モードの回転数で回転させてもよい。
【００６９】
　すなわち、当該空気調和機２００（室内機）において、制御装置１０２により室内ファ
ン１に設定されている最低の回転数で室内ファン１を運転する。
【００７０】
　圧縮機５が停止すると、蒸発器として動作していた室内熱交換器３の動作（冷媒の蒸発
）が停止するため、室内ファン１により吸い込まれる室内空気（室内熱交換器３よりも温
度が数度以上高い）により室内熱交換器３は温められる。そのため、室内熱交換器３の温
度は、図６の破線で示すように、時刻ｔ２から徐々に高くなる。
【００７１】
　制御装置１０２は、室内熱交換器温度センサー２が検出する室内熱交換器３の温度及び
室内空気温度センサー４が検出する室温を常に監視し、両者を比較している（Ｓ１４）。
【００７２】
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　時刻ｔ３で、室内空気温度センサー４が検出する室内空気温度と、室内熱交換器温度セ
ンサー２が検出する室内熱交換器３の温度との温度差が、所定値（例えば、１℃）以下に
なったことを制御装置１０２が検出した場合は、室内ファン１を停止する（Ｓ１５）。
【００７３】
　室内ファン１を、圧縮機５が停止してから時間Ａだけ運転することになる。
【００７４】
　室内ファン１を停止した後は、室内空気温度センサー４が検出する室内空気温度と、室
内熱交換器温度センサー２が検出する室内熱交換器３の温度とは、略同じ温度で緩やかに
上昇する。
【００７５】
　室内ファン１を停止した後も、制御装置１０２は室内空気温度センサー４が検出する室
内空気温度を常に監視し、今度は温調入り温度と比較する（Ｓ１７）。
【００７６】
　但し、本実施の形態では、室内空気温度センサー４が検出する室内空気温度が温調入り
温度に到達する時刻ｔ８の前の、例えば、時刻ｔ４～ｔ５（時間Ｃ）、時刻ｔ６～ｔ７（
時間Ｃ）において所定時間室内ファン１を運転するようにしている。
【００７７】
　即ち、時刻ｔ３で室内ファン１を停止した後、定期的に室内ファン１を所定時間運転す
る（Ｓ１６）。
【００７８】
　これは、室内の空気温度を正確に室内空気温度センサー４で検出するためである。
【００７９】
　室内の空気温度は、種々の要因により変動する。例えば、部屋のドア又は窓を開けるこ
とにより、外気が部屋に入り室内の空気温度は、上昇する。また、太陽の光があたる箇所
は温度の上昇が他より早いため、室内の空気温度の分布に温度むらが生じる。
【００８０】
　時刻ｔ３で室内ファン１を停止した後、定期的に室内ファン１を所定時間運転すること
により、室内空気温度に変動があっても、正確に室内の空気温度を室内空気温度センサー
４で検出することができる。
【００８１】
　圧縮機５の停止時における室内ファン１の停止時間Ｂ（時刻ｔ３～ｔ４、時刻ｔ５～ｔ
６、時刻ｔ７～ｔ８）は、およそ数分以下である。
【００８２】
　圧縮機５の停止時における室内ファン１の停止時間Ｂを、以下に示すような方法で決め
てもよい。
【００８３】
　即ち、室内空気温度センサー４が検出する室内空気温度と、室外空気温度センサー８が
検出する室外空気温度との温度差が所定値より小さいときは、室内空気温度が大きく変動
することがなく安定しているので、圧縮機５の停止時における室内ファン１の停止時間Ｂ
を所定値より長く設定する。
【００８４】
　圧縮機５の停止時における室内ファン１の停止時間Ｂを所定値より長く設定することに
より、正確に室内の空気温度を室内空気温度センサー４で検出するために、定期的に室内
ファン１を所定時間運転する回数を減らすことができる。
【００８５】
　それにより、さらに消費電力量を削減できる。
【００８６】
　室内空気温度センサー４が検出する室内空気温度と、室外空気温度センサー８が検出す
る室外空気温度との温度差が所定値より大きいときは、室内空気温度が大きく変動するこ
とがあるので、圧縮機５の停止時における室内ファン１の停止時間Ｂを所定値より短く設
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定する。
【００８７】
　圧縮機５の停止時における室内ファン１の停止時間Ｂを所定値より短く設定することに
より、正確に室内の空気温度を室内空気温度センサー４で検出するために、定期的に室内
ファン１を所定時間運転する回数を増やすことができる。
【００８８】
　それにより、さらに正確に室内の空気温度を室内空気温度センサー４で検出することが
でき、ユーザに不快感を与える恐れが少ない室温の制御が可能となる。
【００８９】
　以上、空気調和機２００が冷房運転を行う場合につい説明したが、暖房運転を行う場合
にも本実施の形態は有効である。
【００９０】
　以上のように、本実施の形態によれば、室内空気温度センサー４が検出する室温が、温
調切り温度以下になると、圧縮機５を停止するが、室内ファン１は運転を継続する。そし
て、室内空気温度センサー４が検出する室内空気温度と、室内熱交換器温度センサー２が
検出する室内熱交換器３の温度との温度差が、所定値以下になったことを制御装置１０２
が検出した時点で、室内ファン１を停止するようにしたので、室温の制御に悪影響を及ぼ
すことなく、圧縮機５停止中の室内ファン１の運転時間を短縮して消費電力量を削減でき
る。
【００９１】
　また、室内ファン１を停止した後、定期的に室内ファン１を所定時間運転することによ
り、室内空気温度に変動があっても、正確に室内の空気温度を室内空気温度センサー４で
検出することができる。
【００９２】
　また、室内空気温度センサー４が検出する室内空気温度と、室外空気温度センサー８が
検出する室外空気温度との温度差が所定値より小さいときは、圧縮機５の停止時における
室内ファン１の停止時間Ｂを所定値より長く設定することにより、正確に室内の空気温度
を室内空気温度センサー４で検出するために、定期的に室内ファン１を所定時間運転する
回数を減らすことができ、さらに消費電力量を削減できる。
【００９３】
　また、室内空気温度センサー４が検出する室内空気温度と、室外空気温度センサー８が
検出する室外空気温度との温度差が所定値より大きいときは、圧縮機５の停止時における
室内ファン１の停止時間Ｂを所定値より短く設定することにより、正確に室内の空気温度
を室内空気温度センサー４で検出するために、定期的に室内ファン１を所定時間運転する
回数を増やすことができるので、さらに正確に室内の空気温度を室内空気温度センサー４
で検出することができ、ユーザに不快感を与える恐れが少ない室温の制御が可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００９４】
【図１】実施の形態１を示す図で、空気調和機２００の前面部を取り外した正面図。
【図２】実施の形態１を示す図で、空気調和機２００の側面図。
【図３】実施の形態１を示す図で、空気調和機２００の縦断面図。
【図４】実施の形態１を示す図で、空気調和機２００の冷凍サイクルの構成図。
【図５】実施の形態１を示す図で、空気調和機２００の制御装置１０２のマイクロコンピ
ュータを示す回路図。
【図６】実施の形態１を示す図で、空気調和機２００の運転スイッチがＯＮのときの圧縮
機５及び室内ファン１の動作を示すタイムチャート図。
【図７】実施の形態１を示す図で、室内ファン１の制御方法を示すフローチャート図。
【符号の説明】
【００９５】
　１　室内ファン、２　室内熱交換器温度センサー、３　室内熱交換器、３ａ　前面上部
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熱交換器、３ｂ　前面下部熱交換器、３ｃ　背面熱交換器、４　室内空気温度センサー、
５　圧縮機、６　室外熱交換器、７　室外ファン、８　室外空気温度センサー、９　減圧
装置、１０　四方弁、１１　アキュムレータ、２１　吸込口、２２　吹出口、２３　前面
パネル、２４　ノズル、２５　背面ガイド板、２６　露受け部、２７　露受け部、３０　
筐体、３１　平板フィン、３２　伝熱管、３３　接続配管、４０　小孔、１０１　リモコ
ン、１０２　制御装置、１０３　入力部、１０４　ＣＰＵ、１０５　メモリ、１０６　出
力部、２００　空気調和機。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】
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